雑学屋の40年：二足の草鞋をはいて by 金﨑 肇
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`,li1lllliiiiiili地理学の悪口をいう人は，「地理学なんて八百屋と同じさ」という。
言われてみれば，まさにそのようで，科学の３系列一自然，社会，
人文一の３分野に亘るのであるから間口は極めて広い。何でも屋
といわれても致方なく，何を研究しても地理学になるとさえ極言出
来そうである。でも最近の若い人は特定のテーマで狭い間口で奥行
の深い研究をするようになったけれど。
しかし，私が学生であった頃は，少くとも，自然と人文の両分野Ｉ頃は，少くとも，自然と人文の両分野に亘って研究するのが本来
の地理学の研究をする態度だと言われていたし，恩師の辻村先生などは地形学もやれば景観地
理学や文化地理学の分野でも業績をあげられていたし，日頃「森羅萬象，之地理学の対象」と
申されていた。
辻村先生のような大家であれば「二兎を追っても二兎を得る」ことが可能であったが，しか
し私のような凡人は「－兎も得ず」兎の影さえみないうちに40年経ってしまったのである。
今，改めて，この様なものを書いてくれと頼れても，既に多くの「○○先生停年退官記念号」
にあるように，「私の研究生活を振り返って」というような格調の高い一文を輝かしい研究業績
一覧と共に並べることは私には出来ない。私は初めから研究者としては失格であったから。
然らば，教育者としてどうであったか。結論を先に言えば，教育者としても亦失格であった。
よく“師弟の関係”という言葉が使われるけども，私は“師，，として尊敬されるような点は何
一つ無さそうである。
この40年間を振り返ってみると，前半の20年はどういう理由か今以て私にはわからないが，
新制金沢大学の発足当時，私は地理学科ではなく，教育学部の理科の「地学」の講師に配属さ
わらじれた。以来，県の農業短大に転出する迄の丁度20年間を，２足の蛙を|よいてトボトボと歩むこ
わらじ
とになったのである｡“２足の桂，，といえば本来は能力のある人が本業の他にサイドワークをし
て活躍することの誓えであるが，私の場合は反対であった。月給をもらうためには地学科の１
頁として仕事をせねばならず，さりとて何時の日に力創地理学界で然るべきポストを得る気持
は捨て切れなかったので，それに備えて地理学の論文らしきものを書いて業績を残しておかね
ばならなかったのである。負け`惜しみを言えば，一番勉強の出来る筈の30才台を，こうして重
わらじ
い２足の蛙をはいて遅し､足取りをせねばならなかったことが，今日のような結果になったと言
いたくなるのだが……。
こんな愚痴をいくら述べても始まらない。私の人生のボタンをかけ違わせた人を今更恨んで
みたところでどうしようもない。私の不徳の致すところと言って諦める方が無難である。話を
－１４１－
先に急ごう。
私は役人だった父の勤めの関係で居所はよく変わったし，小学校は２度転校。中学校は横浜
の－中へ入学したが昭和12年の３月に金沢へ住む様になったので金沢一中へ転校し卒業した。
金沢に住む様になってからも父だけ単身赴任したところが３ケ所あるが，その父も47才の若さ
で17年９月に他界した。
１５年４月に第四高等学校理科甲類に入学したが，翌年の12月に今度の戦争力渤発し，さらに
翌年には３年課程の高校が(大学も同じ)，２年半に短縮。１７年の９月に四高を慌しく卒業して，
10月からは東京帝大の理学部地理学科の学生となった。
ここで私の人生が半分以上決まったようなものである。当時花形の東大工学部でも半分以上
の学科は無試験で入学出来たのであるが，何故その様な道を選ばず，地理学のようなところに
入学したのか，将来の人生計画をどの様に展望してどういう理由で決断したのかは今以てよく
わからない。小学校５年生の時，新卒の若い先生に地理を習って以来，地理という学科が大好
きになったことが，強いて言えば理由であったといえるかも知れないし，又，時代が戦争とい
う未曾有の激動期となり，自分の人生を自分の思うような方向に決められない時代であったか
らかも知れない。
しばらくの間は，大学生の生活は楽しかった。自分の頭の中に描いていた「地理」という学
科と，大学で学ぶ学問としての「地理」とは似ても似つかぬものであったのには驚いたり落胆
したりしたが，兎も角地理と名のつく本は我無裟羅に読んだし，神田や本郷の古書店街で地理
の本を探して来て読み耽ったのであるが，こうした生活も１年程で終わり，学徒兵の出陣の時
が来て文科系の学生は銃をとり，理科系の学生は夫々工場などへ動員され，大学は閉鎖された。
私ども地理の学生は，理学部にあったお蔭で学徒兵になることはなかったが，私は陸軍参謀本
部へ動員されたし，他の２名の学生は陸軍気象部へいった。
昭和20年９月に大学を卒業｡卒業と同時に兵役に服さねばならぬと覚`悟をしていたのが８月
に終戦となり１ヶ月違いで兵役に服する事はなかったので,私は本当の兵籍には入らずに済ん
だのである。
卒業はしたけれど，別に就職出来る当てもなし，一応授業料を納めて他の同期生４人と共に
大学院に籍を置くことにした。その年の12月頃であったか，先生の命令で「国民地理」の編輯
を手伝へといわれ，出版元である目黒書店に勤めることになった。終戦迄に３号しか刊行され
ていなかったのが戦後復刊することになったのである。
そのうち，目黒書店一地理学と教育学関係の図書出版では老舗であったが－－の事業のう
ち「国民地理」の刊行がそのまま日地出版へ移され，「社会地理」として再出発することになり，
私も日地出版へ移ることになった。
金沢にいた母と幼い弟の２人の生活は苦しくなり，私が金沢へ戻らねばならぬと考えていた
時，旨いこと級友から新制の金沢_高（後に泉ヶ丘高校と改名）へ来ないかという話が出て，
私は喜んで友人の誘いを受け入れることにした。本当はその前に金沢高師（旧制）が，戦後に
なって理科のほか文科（－部と呼んだ英語科と二部の地歴科）が設けられて拡充存続すること
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になり，そこの地理のポストに話があったのだが，文科発足の22年には先輩の西田正夫さんに
譲り，私はもう１年待つことにしたのである。
金沢_高の方の話が決まり，四高時代の恩師である大河校長にもお目に力､、ったが，３月末，
突然，高師に着任していた西田さんが急逝されたので，急に話が変わり，私は高師の方へゆく
ことになった。時に昭和23年４月である。
旧制の高等師範学校は専門に分かれているので,地理を教えることは楽しい時代であったが，
その頃から新制大学の話が始まっており，旧制諸学校の教師が大学のどのポストに移るのかが
大きな問題となっていた。いろいろの事があったが，前述の様に私は教育学部の理科の地学に
決まったのである。いささか戸惑ったが決心をし，２６年４月に教育学部の専任講師の辞令をも
らったのである。
教育学部時代は丁度20年間になるが，私は上の先生３人に仕えた。最初は石川師範から移ら
れた塚野先生で私の中学時代の恩師である。塚野先生は28年だったか福井大へ転出されたので
御一緒の期間は短かった。次には石111県庁から加藤先生が来られたが，加藤先生は金沢一中の
先輩であり，また当時の徳光八郎学部長，東北大の中川善之助教授，お茶の水女子大の飯本信
之教授と金沢一中の同期生であったから，後輩の私を可愛がって下さったけれど，,惜しいこと
に停年の１年前に亡くなられた。私とは９年間御一緒であった。３人目の別所文吉氏は少々風
変わりな人であったが金沢出身の人で京大の地質学科で塚野先生と同じ頃学んだ人である。こ
の頃，藤則雄さん（現在教育学部教授）が助手で来られたので３人体制となったが，私にとっ
ては一番沈んだ時であった。
４０年代に入ると，県で農業短期大学の設立の話が出始めており，金沢大学も全面的に応援す
ることが両方の学長の間で話合われた様であるが,農学系統の方々は学者の割にポストが少な
く，短大が出来た時に優れた人がすぐに集まったけれど教養関係の人は仲々見当たらない。金
沢大では農学部はなかったから，結局，教養科目の人を出して応援せねばならなくなり，日頃
親しかった知事から私に是非来てくれという話があった。｢金沢大学を代表して」と言えば,恰好
いいが，丁度20年間金沢大に御厄介になったし，人生の一つの区切りになると思って私は決断
した。親しい友人は「今更そんな小さい短大へゆかなくとも……」といって止めてくれた人が
何人かあったが，私としては一応本来の地理を教えることに戻れるということが一点と，名よ
じつ
り実をとるという点Iこ重きをおいての決断であった。時に46年４月であった。
日本一小さいといってよい程の大学であるし，２年課程の短期大学というものがよくわから
じつなかったので，創立当時'よ面食ったことが沢山ある。しかし「実をとった」というのは授業時
間が１週１コマか２コマの教養向きのものであり，時には１コマもない学期もあった点で，本
来地理の研究の遅れを取り戻そうとしたことも考えたのであるが，学生部長をさせられ，小さ
いながらも大学のトップ行政の１貝にきせられたので，会議は頻繁にあるし，少し問題を起こ
す学生もおり結構`忙しい毎日であった。
２年後に第１回の卒業生を出し,大学が次第に軌道に乗ってくると，さらに新しい問題が次々
と起って来た。理由をひとことで言えば，学長が極めて古風な考え方を持った人で，大学の基
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本的教育目標について戦前のスローガンであった「良き農民たれ」といった古い考え方を事あ
る毎に言うので対教官は勿論，対学生とも旨くいかなくなったことを挙げることができたかも
知れない。
農短大の５年間は，私にとっては海外へ出ることが多くなり始めていた時期であった。金沢
大の最後の45年に初めての海外旅行として私はカリフォルニアへゆく機会が訪れた。それが縁
で，その後，農短大の学生を２度も力州での農業実習につれてゆく機会もあったし，国際地理
学会（ＩＧＣ）参加のためカナダのモントリオールにも行けたのである。
農短大の実習の方は公式の行事として実施したかったのであるが，学長が「飛行機が落ちた
ら困る」「力州の農業実習は,大勢来ているメキシコ人の出稼労働者といっしょになるから学生
がスポイルされる」という珍しい理由で反対されたので，結局個人的な旅行という事で実施し
た。その後，このことも亦，学内にトラブルの種を撒く結果になったが，この実習自体は，学
生にも私にもカリフォルニアの農業を調査するには極めて良い機会となったのである。
農短大の５年間はアッという間に終わって，大体軌道に乗り出したところへ，茨城大から来
ないかと誘いがかかった。水戸は縁もゆかりもない土地であり，停年でやめられた前任者以外
には友人も知人もいない町である。しかし，東京も近いし，４年制の大学でチャンとした地理
の教授ポストでもあるので，私の心は揺れた。年老いた母もいるし，今更引っ越しは面倒なこ
とでもあり，さりとて単身赴任のようなことは私には出来ない。半年近く迷った揚句，茨大の
方のタイムリミットが来て，私は転勤の決断をした。私の人生にとって３回目の大きい決断で
あった。
水戸という町は住んでみると物価は安いし住みよい町であった。人口は20万人になったばか
りで金沢の丁度半分の地方都市である。周囲の茨城県は「米どころ」の石川県と正反対の「畑
どころ」である。私の住んだ家や大学の近くには麦畑も陸稲の畑もまだ大分残っていた。春に
なって青々とした麦や陸稲が萌えるのを見たのは何年ぶりであったろうか。又，野菜も果物も
日本的な大産地であるから，旨くて安かったが，反対に魚はマズイものしかなかった。
大学はもとの軍隊の練兵場の跡に教育学部と文理学部が集ってスタートし，日立市にはもと
多賀工専を母体とする工学部があり，戦後県立の農大から茨大に移された農学部が土浦（正確
には隣接する阿見町で，もと予科練の跡）にあり，一般に言われていた“タコの足大学，，の１
つであった。私のゆく少し前に，文理学部は「人文」と「理」に分離独立し，同じ頃に教養部
も独立して，水戸キャンパスにはこのような４つの学部があり，大学事務局と中央図書館を合
わせるとキャンパスはかなり狭苦しいものとなっていた。
私の所属は教育学部の社会科で８名（私の着任直後に１名増で９名）の教官がおり，又，全
体では105名ほどだったと思う。これに対し，茨城県は石川県の２倍以上の人口がある大きい県
なので，戦前の県立茨城師範学校は石川師範の２倍程の生徒定員であったのが，そのまま引継
がれたので，金沢大教育学部の２倍程の学生がいる大きい学部であるには少々驚いた。しかし
学生数の割には教官定員が少いので（その頃の金沢大教育学部は90名ほどの教官がいたが）着
任前から，どの様な運営をしているのか気になっていた｡着任してみてそのやり方が大体わかつ
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たのである。
学部は定められた制度に極めて忠実で,金沢大のように講座制的な運営方式ははとらず学科制
であったし，学生の方も入学時には初等科，中等科等とかなり細かにわけるが，入学してしま
うと「ごった混ぜ方式」で教員免許状の取得制限は殆どなかった。更に，金沢大学のように入
学すると全学生が１年半の教養課程で必要な単位を全部取得しないと専門課程へ進めない方式
とは異なり，教養と専門の間に一線を画していない方式であった。つまり，全学生に対し入学
してから１年間は教養課程の単位取得に重点をおき，残りは専門科目の単位と並行して卒業時
迄にとれば良い方式であった。実は，金沢大のやり方が全国的にみて極めて珍しい方式で，茨
城大方式の運営が一般的であったのである。
茨大時代の５年間にもいろいろのことがあった。どちらかといえば，大学のアカデミックさ
は余りなく，師範学校時代の雰囲気が強く残っていたのである。新制大学発足当時，金沢大の
ように旧制の大学を母体の一部としたところは，万事がその大学のやり方に「右へ習え」した
ので，何となく旧制大学風のアカデミックな雰囲気が出来上がったのであるが（教育学部が学
科制とせず講座制的運営になったり，教育学部には専門科目担当の人が大勢いて，専門科目の
授業には他学部の人々の応援をそれ程必要としない人員配置をしたりしたことなど）茨大の場
合は，当初，教育学部は教職関係の科目の担当者を多くし，学科の専門家は少ない配置にし，
専門家は，全学の教養科目を担当する文理学部に移行させたというようなことがあった為，教
職科目，各科教育法，教材研究及び芸能科目を中心とするカリキュラムが構成されたので，昔
の師範学校的な雰囲気が漂うようになったのかも知れない。
茨大は，その頃，学生にも先生にも，いわゆる「右」も「左」も両方いる大学であった。水
戸学の発祥地という土地柄かどうかは知らないが，「右」の連中もかなりいたように思う。そし
て学部の中では，私は最後迄新参者であった。教授会で従来の慣行とは少し違う発言をすると
よく反論されたこともあり，“新参者が何を言うが，とさえいわれたこともある。どういう訳か
着任したその年の12月に，補導委員長に選挙されてしまったのであるが，さらに自動的に全学
の補導委員会の一員ともなり，学部自治会の執行部と同時に全学の自治会執行部とやり合うこ
とになってしまった。
茨大はその頃はまだ学生運動がかなり盛んな時期でもあり随分忙しい思いもした。いわゆる
団交と称するもので学部学生と交渉するが夜遅く迄罐詰にされたり，全学の補導委員会を開い
て居る時，学生部の建物や，学生との団交をしている時，学生会館が学生のデモで包囲された
こともあったが，どうやら学部自治会がそれ迄よく行った教授会団交なるものは一度もやらず
に委員会段階で済んだので教授会の方からはおほめ？の言葉もあったのを思い出す。
又，私が着任した頃は，大学の総合移転問題の話もかなり進んでおり，翌年はこの方の委員
会委員にも選出されよく会議を開いたが,結局は農学部が土浦から水戸へ移転することには強
硬な反対を崩さず，新しい学長になり学長が数回土浦まで出向いて説得したが不成功に終わっ
た。その後，私が去った年であったか，翌年であったか学長は辞任し，移転問題は白紙に戻っ
たということを風の便りに聞いた。
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大学の生活は兎も角，東京での仕事も始まったし，水戸の町は，少々田舎ではあるが，物価
も安く住み良きそうな町であり，第一冬の天気は上々であったから思い切って家を建てようか
とさえ考えた。しかし，結局は金沢の家を処分する気にはなれず，停年後は再び金沢へかえる
ことに決めたのである。
水戸の生活も４年目となり，停年迄はまだ７～８年あるので，そろそろし残した仕事を完成
せればと思っていた頃，上越教育大と福井医科大へ来ないかという話が前後して伝えられた。
いづれも新設校であり，石川の農大の時に経験したように，創立時代の事務的な仕事のことを
思うとかなりためらいも出たが，上越大の方は奥方が強く反対し（日本一雪深いところという
理由で)「行きたければ単身でゆけ」とまで言われると，単身赴任の自信はないので諦めること
にしてお断りした。福井医大の方は，学長取扱いの高瀬先生（もと金大医学部）は以前から存
じあげていたこともあり，教養科長として強く招かれたのであるが，農大の時のように単科大
学でもあり，学生は教養科目の地理学などには余り興味も示さぬであろうし，完成すれば周囲
は医学者ばかりで，親しくなれる人もなさそうだし淋しい思いをせねばならぬと思って，やは
りお断りすることにした。時に55年の５月，高瀬先生とは久し振りにお目にかかった。医学部
時代に大変偉い先生で，雲の上のような存在であった方が，この時はニコニコされ，大変やさ
しい物腰で応待されたのには少々驚いた。
この少し前頃から，金沢大の法文学部が法，経，文の３学部に分離独立する話を聞いていた。
新潟で日本地理学会の秋季大会があった折で,新しい文学部の史学科に含まれる地理学の講座
が２講座になるかも知れぬという話である。文部省にそれを要求しているが認められるかどう
かはわからぬという状態であったが，仮に，認められても今更私が招かれることはなかろうと
思っていた｡金沢大と文部省の間でどの様な交渉があったかは知らないが,結果的には旨くいっ
たようで，しばらくして東洋史の佐口さんから電話がかかって来たので私は大いに驚いた。佐
口さんとは，私が最初に勤めた金沢高師で数年間御一緒で，随分色々の事を教えてもらった方
である。佐口さんは，高師から金沢大へ移らずに富山大学へ招かれてゆかれたので，私は教育
学部時代にはお会いすることも少なかったが，１０年余り経って金沢大の法文学部へ戻っておら
れたのである。
再び御一緒になり，法文学部の改組分離の時の御苦心談を色々とお聞きすると共に，もと帝
大にも余り例がない２講座の地理教室を創立されたことは地理学の発展にとって誠にすばらし
いことであるが，一方その運営には重い責任を課せられたことを痛感した。
私にとっては，随分長い廻り道をしたり道草を食ったりして，丁度30年目に，再び振出しに
もどったのである。
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日本地図会社へ移籍し，「社会地理」編輯担当
日本女子大学校講師嘱託
金沢高等師範学校講師（専任）
同上教授
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大学関係の兼担など（辞令のでたもの）
備考；４月とあるのは年間，
１０月とあるのは後期のみ
金沢大学教養部昭和39年４月，４１年４月，４２年４月，４４年10月，４５年４月，４６年４月，４７年４月，４８
年４月，４９年４月，５０年４月，５６年10月，５７年10月，５８年４月，５９年４月，６０年４月
金沢大学法文学部，同文学研究科５６年４月～63年３月
金沢大学教育学部６１年10月
金沢美術工芸大学４１年４月～45年３月まで
石川県立小松女子専門学校４５年４月～47年３月
富山大学教養部４５年４月，４６年４月，４７年４月，４８年４月，５０年４月，５８年４月
富山県立技術短期大学５０年10月
金沢経済大学４８年４月，４９年４月，５９年４月，６０年４月，６１年10月
茨城大学教養部人文学部，５１年４月～56年３月（教養部）５２年４月～56年３月（人文学部）
日本大学文理学部５２年４月，５３年４月，５４年４月，５５年４月
－１４７－
東洋大学文学部５３年４月
金沢大学法文学部５４年10月
お茶の水女子大学文教育学部５４年４月～９月
筑波大学地球科学系５４年12月～55年３月
熊本大学５７年10月（教育学部)，６０年10月（文学部）
大学入試センター５５年４月～57年３月まで
各種委員会，審蟻会など（大学以外）
教科書検定調査審議会調査委員（文部省)，金沢経済同友会専門委員，石川県中小企業集団化推進連
絡協議会委員（知事)，石川県農村地域工業導入促進協議会委員（知事)，金沢市60万都市調査委員会委
員（市長)，石川県経済開発調査専門委員会委員（知事)，石川県経済開発調査委員会委員（知事)，北
陸経済調査会理事，同専門委員（知事)，金沢商工会議所企画委員会委員，北陸経済連合会専門委員，
砺波散村地域研究所顧問（礪波市長)，国際教育情報センター（外務省）専門調査委員，市町村史関係
の委員会（多数あり）
学会関係
日本地理学会（評議員，専門委員)，東北地理学会（評議員)，
海学会（理事，理事長)，日本地理教育学会（理事）
石川地理学会（常任幹事，会長)，日本
著書論文など
《箸害》
共著，編著，分担執筆などを含む｡単とあるのは単著，共は共著，分は分担，編は編著
世界地理大系２（分）河出書房２７年
現代地理講座５（分）河出書房３１年７月
世界文化地理大系４（分）平凡社３２年２月
金沢市北郊の変貌（共）元町区画整理組合３７年11月
日本地誌ゼミナール（分）大明堂３７年12月
出稼（単）古今書院４２年11月
日本の文化地理７（分）講談社４５年２月
カリフォルニア（編著）古今書院４７年５月
世界地理１７「日本Ⅱ」（分）朝倉書店４９年２月
日本図誌大系「中部、」（分）朝倉書店４９年６月
地理学と環境（分）大明堂４９年10月
都心再開発（分）古今書院５２年３月
地理学概論（分）古今書院３９年４月
地理学へのアプローチ（共）同改定版，同改定増補版，古今書院５０年３月
地誌学へのアプローチー外国地誌一一（単）古今書院５４年５月
－１４８－
地誌学へのアプローチー日本地誌一一（単）古今書院５４年11月
能登半島（分）毎日新聞杜３５年６月
舳倉島・セツ島（分）北国新聞社３６年７月
しおり
「.』司るさとの栞」第一集，第二集（編，分）ＮＨＫ３７年５月
金沢・百万石の城下町（分）河出書房新社３８年９月
砂丘物語「高島文庫１」（単）高島印刷出版４３年７月
アメリカ拝見~この不思議な国一（単）古今書院４９年７月
石川県航空写真集（監修・執筆）能登印刷出版５１年１月
続・アメリカ拝見~もう一度ゆきたくなる国一（単）古今書院５１年６月
「日本地理」社会科学習シリーズ1４（分）小学館５５年
「わたしたちの地理」世界編（分）小学館５５年
地図の風景関東編m・中部編Ⅲ（分）そしえて５６年１月・９月
ヨーロッパへの偏見~もう一度行きたくなくなるところ－（単）古今書院５７年７月
「目でみるいしかわ再考百のポイント」（編）帝国書院５８年４月
㈹訳》
ケンブリッジ大学「地理学双書」全５巻（単）「地理学の利用」「自然地理学」「経済地理学」「生物地理
学」「歴史地理学」桐蔭堂書店３０年７月～32年６月
バグノルド「飛砂と砂丘の理論」（単）創造社３８年11月
ウールドリッヂ「地理学の精神と目的」（単）創造社４２年10月
デューレンバーガー「カリフォルニア－最後の開拓前線一一」（単）創造社４７年８月
ジョンソン「海岸線に於ける諸作用と海岸線の発達」（単）古今書院５１年５月
センプル「環境と人間」上・下，（単）古今書院５４年２月・６月
地理用語の基礎知識（地理学小辞典）（単）古今書院５８年７月
その他辞典・事典関係の分担
「世界地名辞典」（平凡社)，「人文地理辞典」（誠文堂）「世界百科辞典」（平凡社)，「現代教養百科
辞典」（暁教育図書出版)，「地学辞典」（平凡社)，「万有百科辞典」７（小学館)，「時事百科」（三
友社)，「地形学辞典」（二宮書店)，「百科事典」（ＴＢＳ・ブリタニカ）「エポカ百科事典」（旺文社)，
「石川県郷士百科事典」（北国新聞社)，「日本地名辞典」３（朝倉書店）
町村史関係，いづれも分担執筆。編纂委員に加わったものもあり。単なる執筆の場合もあり。
「石川県史」現代編（38年３月)，「押野村史」（39年４月)，「七尾市史」（49年３月)，「宇ノ気町史」
（45年11月)，「中島町史」（41年10月)，「芦原町史」（48年９月)，「三国町史」（39年３月)，「金沢
市史」現代編（44年３月)，「志賀町史」（55年11月)，「石川県郷土暦」（37年11月)，「金沢市史」現
代編の続き。
－１４９－
《論文など》
（昭和20年～29年）
舳倉島の自然と人文「人文地理」１－３，２４年７月
内灘村の出稼現象「社会地理」２３，２５年３月
石川県河北潟の漁業権「新地理」４－８，２５年９月
花園村に於ける花奔栽培（共）「人文地理」２－３，２５年10月
特殊産業としての能登上布の生産構造「地域」１－６．７，２７年10月・１１月
石川県漁村の地域区分（共）「地理学評論」２５－１，２８年１月
海岸砂丘に立地せる七塚町の特殊性（共）「人文地理」５－４，２８年９月
あま
舳倉島の海士「日本海区水産研究所論文集」３，２９年３月
障碍物による砂の推積の実験（共）「日本積雪連合機関誌」４－６，２９年
（昭和30年～39年）
非戦災の中都市の問題一金沢市の人口・交通一一「地理」１－１，３１年１月
七尾市の関係圏「人文地理」１１－２，３４年４月
七尾港の性格「富山県の地理的研究」３，３４年４月
石川県の人口と産業「地理」４－６，３４年６月
石川県人と大都市の浴場業「地理」６－４，３６年４月
金沢市西方海岸の汀線変化「辻村先生古稀記念論文集」３６年４月
金沢と福井地方の在来工業「地理」７－２，３７年２月
北陸地方の季節出稼「地理学評論」３５－６，３７年６月
石川県に於ける季節出稼「人文地理」１４－５，３７年10月
北陸の集中豪雨「地理」９－９，３９年９月
能登の珪藻土工業一一極めて原料立地の強い工業の例一「地理」９－１２，３９年12月
（昭和40年～49年）
加賀三湖の干拓「地理」１１－３，４１年３月
能登島「しま」６４，４５年２月
外国に於ける地域調査の試み－カリフォルニア調査の反省一「地理」１６－７，４（｜ ６年７月
北陸地方に於ける米の生産調整政策に対する地域的対応（共）「地理学評論」４４－１２，４６年12月
アメリカのエネルギー問題「地理」１８－６，４８年６月
（昭和50年～）
カリフォルニアの水と農業一一乾燥地の農業開発一「用水と営農」２６，５０年２月
北陸地方の展望と課題「地理」２４－７，５４年７月
オランダの大きい港（タムスマ論文の翻訳）「地理」２５－８，５５年８月
注目を集める米の生産と輸出「地理」３０－６，６０年６月
（「日本海学会誌」に発表したもの）
“56豪雪，，の社会的影響の現れ方６号，５８年１月
－１５０－
コンベンション都市構想は，金沢の活`性化の起爆剤になり得るか１０号，６１年３月
テクノポリスと地域開発一先端技術産業は地方を変え得るか－１１号，６２年４月
（「自然と社会」に発表したもの）
Ａ・Ｅ．Ｌを通じてみたアメリカの地理教育２４年１月
日本経済の地理的背景序説３．４合併号，２５年３月
風による砂の推積の実験８号２６年８月
河北潟の湖上交通３１号４０年８月
地域経済の開発（巻頭言）３４号４３年８月
地方小都市の都市開発３５号４４年８月
（大学の学部紀要の類）上述したものを除く
NotesontheMorphologyoftheRiverSystemanditsDrainageArea「金大教育学部紀要」５号
３２年３月
特別科学教育班一理科教育史のヒトコマー「同教育学部紀要」１５号４１年12月
水田の大規模経営と問題点「石川農業研究」（石川農短大紀要）５０年２月
加賀南部地区に於ける大規模農業投資の効果について（共）「金大文学部論集史学科篇」３号５８
年３月
AGeographicalStudyoftheMigrantWorkersinJapan「地理学報告」１号，２号，５９年３月.
６０年３月
（｢石川地理」に発表したもの）
石川地理の発刊によせて１号，５９年４月
アメリカのユートピア運動一社会地理学の立場からみた－２号，６０年４月
地理学と地域開発３号６１年４月
地方主義と四全総４号６２年４月
「水温研究」（水温問題研究会発行）
石川県に於ける「水をめぐる諸問題」１０－６，４２年３月
乾燥地域の水の問題一カリフォルニア州－１５－３，４６年２月
アリゾナ砂漠の開発一SaltRiverProject-18－４，４９年11月
「地域」（季刊）大明堂（1o号で廃刊）
欧米地理教師の日本理解８号，５６年秋季号
アメリカ人の考えるアメリカという国１０号，５７年春季号
１５１
